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9
今回はこれがポイント!

令和３年度決算を慎重に審議!
　９月定例会議では、市長提出議案25件と議会提出議案３件、請願１件について審議しました。
　議会提案の浜田市議会基本条例の一部を改正する条例は、ジェンダー平等の理念にのっとり多様な議員
が議員活動を行うことができるよう配慮することなど、現在の活動及び取組に合った見直しを行い、広報
広聴の充実などの新たな事項も追加しています。
　令和４年度一般会計補正予算(第６号)では、給油所給油設備改修支援事業として生活に必要不可欠な
生活基盤であるガソリンなどの石油製品の給油所の維持・確保のため、旭町にある和田給油所の地下タン
ク貯蔵に係る入れ替え、改修工事などの予算に666万6千円。また、個人番号カード交付事業としてマイ
ナンバーカードの普及促進を図るため、インセンティブが終了となる10月以降の新規カード申請者に市
から2,000円の浜田市共通商品券を配布し、また市役所に出向くことやインターネットでの申請が難しい
人などに向けて、職員が出張で申請のサポートを行う事業として1,858万4千円が計上されました。
　９月定例議会は予算決算委員会において、前年度の各事業の決算審査を行います。令和３年度決算認定
として、一般会計の他、国民健康保険などの特別会計や水道事業の公営企業会計についてチェックを行い
ました。予算の執行状況などを見ながら、事業の有効性や妥当性を問いただしました。決算認定後に、目
標設定並びに事業評価及び事業の運用方法の改善について、随意契約及び再委託について、水道事業の繰
入金及び再委託についての３つのテーマを設けた附帯決議を可決しました。決算認定についての詳細は左
ページ中段のトピックスや４、５ページをご覧ください。

トピックス

市
内
給
油
所
施
設
の

改
修
工
事
費
用
の
一
部
を
助
成

　
消
防
法
令
の
改
正
に
よ

り
地
下
貯
蔵
タ
ン
ク
か
ら

の
油
の
流
出
防
止
対
策
が

強
化
さ
れ
た
た
め
、
事
業

者
の
負
担
が
増
加
し
て
い

ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
各
地
で
給

油
所
の
廃
止
が
相
次
い
で

お
り
、
特
に
中
山
間
地
域

に
お
い
て
、
必
要
不
可
欠

な
生
活
基
盤
で
あ
る
給
油

所
の
廃
止
は
住
民
生
活
に

大
き
く
影
響
し
ま
す
。

　
今
回
、
給
油
所
の
維
持

を
目
的
に
施
設
改
修
工
事

に
お
い
て
一
定
の
要
件
を

満
た
す
場
合
、
費
用
の
一

部
を
助
成
す
る
補
正
予
算

を
全
会
一
致
で
可
決
し
ま

し
た
。

問
対
象
の
給
油
所
は
ど

こ
で
す
か
？

答
市
内
に
あ
る
給
油
所

で
、
今
回
は
旭
町
に

あ
る
和
田
給
油
所
で
す
。

問
補
助
対
象
経
費
は
具

体
的
に
ど
の
よ
う
な

も
の
で
す
か
？

答
給
油
所
に
お
け
る
石

油
製
品
タ
ン
ク
に
係

る
入
れ
替
え
、
改
修
工
事
な

ど
で
す
。

問
補
助
金
額
は
ど
の
程

度
で
す
か
？

答
補
助
対
象
経
費
の
３

分
の
２
以
内
の
金
額

で
、
上
限
は
１
千
万
円
で
す
。

今
回
は
６
６
６
万
６
千
円
の

助
成
を
行
い
ま
す
。

問
助
成
の
要
件
は
ど
ん

な
も
の
で
す
か
？

答
①
15
年
以
上
給
油
所

の
運
営
を
行
う
こ

と
、
②
改
修
工
事
を
行
う
給

油
所
に
対
す
る
支
援
組
織
が

あ
る
こ
と
、
③
支
援
組
織
が

給
油
所
の
運
営
支
援
に
係
る

15
年
間
の
計
画
書
を
作
成

し
、
実
施
す
る
こ
と
で
す
。

対象の和田給油所
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令
和
４
年
度
末
ま
で

に
、
ほ
ぼ
全
国
民
に
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
が
行
き

渡
る
こ
と
を
目
標
に
、
普

及
拡
大
の
た
め
浜
田
市
独

自
の
取
組
を
行
い
ま
す
。

　
取
組
内
容
は
、
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
（
第
２
弾
）
の

受
付
期
間
終
了
後
の
ポ
イ

ン
ト
が
も
ら
え
な
い
カ
ー

ド
取
得
者
に
対
し
、
マ
イ

ナ
ポ
イ
ン
ト
の
代
わ
り
に

浜
田
市
共
通
商
品
券
を
配

布
す
る
こ
と
、
免
許
返
納

な
ど
で
市
役
所
に
出
向
く

こ
と
が
難
し
い
人
や
出
張

申
請
を
希
望
す
る
団
体
に

対
し
、
専
用
自
動
車
で
出

向
く
申
請
支
援
で
す
。

　
令
和
３
年
度
決
算
の
認

定
に
よ
り
、
普
通
会
計
の

単
年
度
収
支
は
約
４
・
２

億
円
の
黒
字
、
４
年
連
続

の
黒
字
が
確
定
し
ま
し

た
。
実
質
公
債
費
比
率
は

０
・
２
％
上
昇
し
ま
し
た

が
、
約
８
億
円
の
繰
上
償

還
を
行
っ
た
こ
と
も
あ
り
、

将
来
負
担
比
率
は
約
15
％

改
善
し
、
近
年
の
傾
向
は

左
図
の
と
お
り
で
す
。

　
財
政
健
全
化
比
率
の
改

善
は
老
朽
化
し
た
公
共
施

設
や
橋
な
ど
を
更
新
し
や

す
い
環
境
に
な
っ
た
と
も

言
え
ま
す
が
、
人
口
減
に

トピックス

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

普
及
拡
大
へ
市
独
自
の
取
組

財
政
健
全
化
比
率

県
内
８
市
中
１
位

８月臨時会議で賛否が分かれた議案はありませんでした。９月定例会議で賛否が
分かれた議案は以下のとおりです。各議員の賛否や反対理由、請願審議結果、陳
情審査結果、討論などの詳細は、市議会ホームページをご覧ください。議案等の賛否の公開

令和４年８月　●臨時会議●　市長提出議案２件
令和４年９月　●定例会議●　市長提出議案25件、議会提出議案３件、請願１件

問
ど
の
よ
う
な
方
が
対

象
で
す
か
？

答
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト

（
第
2
弾
）
の
受
付

期
間
終
了
後
に
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
新
規
で
登
録

し
、
か
つ
、
令
和
4
年
度
中

に
カ
ー
ド
を
交
付
さ
れ
た
方

が
対
象
で
す
。

問
現
在
の
普
及
率
は
ど

の
く
ら
い
で
、
目
標

普
及
率
は
？

答
８
月
末
ま
で
の
総
交

付
枚
数
は
２
６
、７

８
６
枚
で
、
交
付
率
は
52
・

７
％
で
す
。
交
付
率
を
70
％

ま
で
高
め
る
こ
と
が
こ
の
事

業
の
目
標
で
す
。

問
申
し
込
ま
れ
た
団
体

が
土
日
や
祝
日
、
夜

間
の
都
合
が
良
い
と
い
う
場

合
は
ど
う
な
り
ま
す
か
？

答
基
本
的
に
は
平
日
の

昼
間
を
想
定
し
て
い

ま
す
が
、
町
内
会
の
集
ま
り

は
夜
間
や
休
日
に
行
わ
れ
る

こ
と
も
多
い
と
想
定
し
て
い

ま
す
の
で
、
で
き
る
限
り
対

応
し
て
い
き
ま
す
。

伴
う
財
源
減
少
も
想
定
さ
れ

る
の
で
、
財
政
バ
ラ
ン
ス
は

今
後
も
要
注
視
で
す
。

問
実
質
公
債
費
比
率
と

は
何
で
す
か
？

答
収
入
に
対
す
る
１
年

間
で
支
払
っ
た
借
金

返
済
額
な
ど
の
割
合
で
す
。

数
値
が
高
い
ほ
ど
、
資
金
繰

り
の
危
険
度
を
示
し
ま
す
。

問
将
来
負
担
比
率
と
は

何
で
す
か
？ 

答
収
入
に
対
す
る
将
来

市
が
負
担
す
る
借
金

な
ど
の
割
合
で
す
。
数
値
が

高
い
ほ
ど
将
来
、
財
政
を
圧

迫
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と

を
示
し
ま
す
。

議案番号 議　案　名　等 賛成 反対
議案第63号 令和4年度浜田市公共下水道事業会計補正予算（第1号） 20 1 足立

請願第５号
加齢性難聴者の補聴器購入費助成制度の創設及び意見書の送付について（請願事項１） 8 13

肥後、大谷、三浦、
足立、川上、柳楽、
布施、岡本、佐々木、
田畑、西田、川神、
牛尾

加齢性難聴者の補聴器購入費助成制度の創設及び意見書の送付について（請願事項２） 20 1 岡本
発議第11号 加齢性難聴者の補聴器購入に対する公的助成制度の創設を求める意見書について 20 1 岡本

請願・陳情について審査しました 請願１件 陳情11件

請願の内容 提出者 結果

加齢性難聴者の補聴器購入費助成制度の創設及び意見書の提出について 全日本年金者組合島根県本部石見支部
支部長　深野　政勝　江津市二宮町神主 一部採択

マイナンバーカード
申請サポートカー

03 令和４年11月号



９
月
は
決
算
議
会
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

前
年
度
の
決
算
を
審
査
し
、

認
定
す
る
こ
と
が
メ
イ
ン
で
す
。

令
和
３
年
度
の
お
金
の
使
い
方
を

議
会
が

厳
し
く

チ
ェ
ッ
ク

　
９
月
定
例
会
議
で
令
和
３
年
度
浜
田
市
一

般
会
計
、
特
別
会
計
、
公
営
企
業
会
計
の
決

算
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
決
算
審
査
は
、
予
算
（
前
年
度
の
決
算
審

査
の
内
容
や
附
帯
決
議
が
生
か
さ
れ
組
み
立

て
ら
れ
た
予
算
案
を
審
議
し
認
め
た
も
の
）

が
ど
の
よ
う
に
執
行
さ
れ
、
無
駄
な
く
有
効

に
政
策
実
現
が
な
さ
れ
た
か
を
、
議
員
が
決

算
資
料
を
読
み
込
み
、
質
疑
・
確
認
・
審
査

し
、
必
要
に
応
じ
て
附
帯
決
議
を
行
い
ま
す
。

　
図
の
よ
う
に
、
決
算
審
議
は
、
予
算
審
議

と
連
動
さ
せ
、
よ
り
よ
い
政
策
実
現
を
支
え

る
シ
ス
テ
ム
の
役
割
の
一
つ
と
言
え
ま
す
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
を
生
か
す
た
め
、
各
議
員
は

質
問
・
質
疑
を
重
ね
る
こ
と
で
審
査
し
ま
す
。

今
回
は
、
１
４
３
の
質
問
の
通
告
が
あ
り
、

慎
重
に
審
査
し
ま
し
た
。

　
決
算
認
定
議
案
を
全
会
一
致
で
認
定
し
た

後
、
以
下
の
附
帯
決
議
を
提
出
し
ま
し
た
。

附
帯
決
議
（
概
要
を
掲
載
）

●
認
定
第
１
号　
令
和
３
年
度
浜
田

市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定

に
つ
い
て

⑴
事
業
設
計
時
に
、
適
切
な
目
標
を
明

確
に
定
め
、
執
行
後
に
は
予
算
の
妥

当
性
を
振
り
返
り
、
事
業
評
価
の
精

度
を
高
め
、
市
民
福
祉
の
向
上
を
。

⑵
情
報
公
開
の
観
点
か
ら
、
随
意
契

約
と
し
た
理
由
の
公
開
の
検
討
を
。

　
ま
た
、
事
業
の
明
確
化
の
観
点
か

ら
、
再
委
託
の
確
認
は
文
書
で
。

●
認
定
第
８
号　
令
和
３
年
度
浜
田

市
水
道
事
業
会
計
決
算
認
定
に
つ

い
て
及
び
認
定
第
10
号　
令
和
３

年
度
浜
田
市
公
共
下
水
道
事
業
会

計
決
算
認
定
に
つ
い
て

⑴
公
営
企
業
会
計
の
独
立
採
算
制
の

原
則
を
第
一
に
考
え
、
よ
り
一
層

の
経
営
改
善
を
。

　
ま
た
、
工
事
体
制
等
の
明
確
化
の
観

点
か
ら
、
再
委
託
の
確
認
は
文
書
で
。

check! check! check!

問 執行率低調の理由が周
知不足とあるが、他の

理由はなかったのか？

答 補助要件や補助額にお
いて、事業をされる方

が求める内容に見合うかどう
かにも課題があった。

問 制度設計の見直しを早
急に行い、事業を継続

しないと、困られる方々がい
るのではないか？

問 執行率が低調であるが、
オンラインでの事業実

施の検討はしなかったのか？

答 Webの使用は有効的だ
が、令和３年度には、

検討をしていなかった。

問 市民の主体的な活動を
促すためにどのような

取組を行ったのか？

答 自主防災組織の設立の
ための支援事業で、補

問 この事業は、発表の場
や練習会場、そして子

育てや教育など、全庁的な取
組が必要な中、ＵＩターンの
支援体制はできているのか？

答 練習場は担当課で施設
を所管していないので、

石央文化ホールや下府のコ
ミュニティー防災センターを
利用するなど、教育委員会や
消防本部の協力を得ている。
また、演奏の機会についても
市民憲章大会や施設の竣工式
など他の部署との連携も図っ
ている。

問 この事業の目的が若者
の移住とあるが、「定住」

答 現在検討の段階である。
今後、事業者と話して

改善していく。

問 買い物支援と見守りの
両方だと事業者に負担

がある。買い物支援を軸にし
ては？

答 地域政策としては、両
方を目的に事業実施し

たいが、今後、事業者と意見
交換を行う。

助金の制度化や専門スタッフ
のアドバイスなどを行ってき
たが、最後までフォローでき
なかった。

問 コロナは令和２年から
ある。コロナを想定し

た組織率向上を図るべきでは
ないか。

答 感染防止対策、Webの
活用もしながら、組織

率向上に向けて取組む。

への考えはあるか？

答 もちろん「定住」もし
てもらえるよう今後も

進めていく。

問 今まで浜田市で音楽活
動をされてきている方々

にも配慮が必要ではないか？

答 今まで活動しておられ
た音楽家の方々を尊重

しながら事業をやっていける
ように努める。特定地域づく
り事業として、９月１日時点
で全国に57の協同組合が設立
されており、注目を集めてい
る。この事業もシングルペア
レント事業に続く特徴的な事
業として作り上げていく。

□ 見守り移動販売支援事業

□ 防災まちづくり推進事業

□ 音楽を核とした定住促進事業

見守りと移動販売、両立可能か?

コロナ禍における防災対策は?

「若者定住」全庁での支援体制を!

予算・決算の流れ

議会
［歳入］　
•市債など
•附帯意見

［歳出］
•不用額、補助金効果
•施策の効果、財産運営
 などをチェック

•歳入歳出の適否
•支出全体、施策の適否
•決算審査の反映
 などをチェック

相乗効果

連　　動

決算書 予算承認

附帯意見
附帯決議

決算認定 予算書
予　算

執　行

決算審議 予算審議

04令和４年11月号



問 この事業は、木育、ふ
るさと教育、地域経済

の循環の視点から市産材の利
活用が言われてきた。どの程
度活用されているのか？

答 目に見える部分は基本
的に市産材で、見えな

い部分もなるべく市産材を利
用し、施設全体で75％の市産
材を活用した。

問 猫の繁殖制限手術助成
金の効果は？

答 令和３年度から事業拡
充で町内会や自治会も

対象としている。相談件数が
増え、地域での取組状況も増
えている。

問 この事業は毎年予算不
足となり、年度途中で

補正予算を組むが、当初予算
要求時点で総額の検討は？

答 令和３年度は、当初予
算で100万円を計上し、

問 浜田産魚の消費拡大の
実績は？

答 コロナの影響でなかな
か実績が出ない中、新

たな販路拡大を目的として、
新事業展開や新サービスの創
出を図った。約150万円の売
り上げ増加につながった。

問 浜田産魚のブランド化の
コア事業であるが、年間

の目標を設定された中での150
万円増はどういう評価か？

答 50社程度の会社で年間
180億円を維持するこ

問 具体的にどのような販
路の開拓につながった

のか？

答 広島市の緊急事態宣言
などコロナ禍の中、新

規取引先１社（尾道市）の獲
得、浜田産水産物を３社３品
目で取引ができた。

問 販路開拓成立額の実績
約1億1,900万 円 の 内

訳は？

答 訪問企業数18社、訪問
回 数51件、 成 立 件 数

74件、新規３件である。金額
は、販路先20社から聞き取り
を行った。

問 この事業での起業者の
実績は？

答 この事業は、平成26年
度から実施しているが、

すぐに起業することは困難で
ある。今まで実績として、約
260名が受講され、41名の起
業につながった。

問 起業された41名の具体
的な業種や傾向は？

答 全ては把握してないが、
飲食業、福祉業が多く、

問 水道事業において、独
立採算制の原則に基づ

いて、繰り出し側として、繰
り入れ側の経営改善を踏まえ、
繰出金の妥当性をどのように
考えているか？

答 水道事業への繰出金は、
総務省で認められてい

る繰り入れ及び一般会計の負
担とすることが適当である経
費の繰り入れを市長部局との
ルールに基づいて行っており、
赤字補填のための繰り入れは
ない。ただし、今後、総務省
で認められている繰出金が段
階的に減額されていくことや、
給水人口の減少による給水収
益の減少など、水道事業にとっ
て経営が厳しくなることが見
込まれている。

問 75％の市産材の調達先
はどこからか？

答 市内業者とは価格面や納
期で折り合いが付かず、

納入業者は市外となった。

問 市産材75％の根拠はあ
るのか？

答 納入業者から認証を得
ているが、75％の根拠

については、改めて整理する。

補正予算で100万円追加した。
令和４年度は、そのことを踏
まえ当初予算を200万円で組
んでいる。

問 動物愛護教室開催経費
の決算と予算の差は、

開催回数や参加者数が原因
か？

答 教室は年１回であり、
参加者の増減で金額は

変わらない。この教室は、島
根県との共催で行うため、差
異が生じた。

とが困難な状況の中、新商品
開発や販路拡大を推進し、こ
の度は150万円であった。
補助金を出すだけでなく、フォ
ローや課題解決の支援も行う。

問 ＰＲ補助金で、浜田応
援団との協力体制構築

の検討はされたのか？

答 浜田応援団の方が浜田の
仲買業者の方と連携して

イベントを開催した。今後、県
外活動でも浜田応援団の団員の
方と連携していきたい。

問 合宿誘致につながった
成果はあったか？

答 広島の大手合宿塾の受
け入れやスポーツクラ

ブ、学校の合宿があった。一
方、コロナ関係で９件のキャ
ンセルもあった。

問 販路開拓やポートセー
ルス、さらに合宿誘致

など多岐にわたる事業を行う
に当たり人員体制は問題ない
のか？

答 名簿を活用した効率的
な業務を行い、山陽に

詳しい駐在員の配置などで特
に問題なく運営している。

最近では、美容業の起業にも
つながっている。

問 起業された事業の継続
について、実態を確実

に記録に残し、次の事業に生
かすことが大切では？

答 石央商工会や浜田商工
会議所と連携してフォ

ローアップを行い、事業継続
を支援している。

経営改善の取組としては、こ
れまで退職職員の不補充や、
業務の民間委託、その上で、
平成30年度から３年をかけて
料金改定をした。
今後は10月に上水道と下水道
の管理部門の統合を行い、お
客さまサービスの向上に合わ
せて効率化や経費削減に取組
むことにしている。
また、水道事業所有の遊休資
産の利活用などについても取
組んでいきたい。さらに、現
在、島根県が水道事業広域化
推進プランを策定中であり、
策定後には具体的な取組につ
いて検討が始まるものと思っ
ており、現状の繰出金は妥当
である。

□ 子育て世代包括支援センター整備事業

□ 動物愛護推進事業

□ 「山陰浜田港」水産物ブランド化推進事業

□ 広島プロジェクト推進事業

□ 起業家支援プロジェクト事業

□ 水道事業会計繰出金

施設に市産材を75％使用したが調達先は?

町内会・自治会を補助対象とした成果は?

浜田応援団との連携・協力はできたのか?

多様な事業実施に人員体制は十分か?

事業継続ために記録を残し、次に生かす!

一般会計からの繰出金の妥当性を問う!
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浜田市議会はSDGs（持続可能な開発目標）を推進しています。
質問内容をSDGsの17のゴールで分類しています。

こちらから動画をご覧ください。

Q
認
知
症
の
人
に
や
さ
し
い

ま
ち
に
向
け
て
、
理
解
を
広

げ
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の
目
標

値
の
設
定
の
仕
方
や
受
講
者

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
を
踏
ま

え
て
、
キ
ャ
ラ
バ
ン
メ
イ
ト

と
共
に
講
座
内
容
も
考
え
て

い
く
必
要
が
あ
る
の
で
は
？

A
今
の
ア
ン
ケ
ー
ト
方
法
な

ど
を
見
直
し
て
今
後
の
取
組

に
生
か
し
た
い
。

Q
認
知
症
に
な
っ
て
も
暮
ら

し
や
す
い
ま
ち
に
す
る
た
め

に
は
、
現
在
、
市
が
推
進
し

て
い
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

の
中
で
、
地
域
団
体
と
連
携

し
て
、
社
会
教
育
×
ま
ち
づ

く
り
の
視
点
で
も
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
る
の
で
は
？

A
今
、
弥
栄
支
所
に
お
い
て
、

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講

座
開
催
後
、
住
民
と
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る
よ

う
企
画
を
進
め
て
い
る
。

肥後 孝俊

村武 まゆみ

佐々木 豊治

すべての人に健康と福祉を

マイナンバーカードの普及策は

認知症の人にやさしいまちづくりを

臨時交付金を活用し介護事業者への支援を

Q
普
及
促
進
へ
の
取
組
の
状

況
は
？

A
休
日
窓
口
の
実
施
、
商
業

施
設
な
ど
で
の
出
張
申
請
受

付
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
国

に
よ
る
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
事

業
終
了
後
も
申
請
数
維
持
の

た
め
の
市
独
自
の
イ
ン
セ
ン

テ
ィ
ブ
制
度
の
構
築
や
、
市

役
所
に
出
向
く
こ
と
が
難
し

い
方
へ
の
申
請
サ
ポ
ー
ト
カ

ー
に
よ
る
出
張
申
請
サ
ポ
ー

ト
を
予
定
し
て
い
る
。　
　

Q
カ
ー
ド
を
取
得
し
た
が
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
方
法

が
分
か
ら
ず
、
そ
の
ま
ま
に

さ
れ
て
い
る
方
が
多
い
よ
う

だ
が
、
申
請
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
考
え
が
あ
る
の
か
？

A
本
庁
総
合
窓
口
課
や
各
支

所
の
市
民
福
祉
課
に
お
い
て

カ
ー
ド
発
行
時
や
す
で
に
カ

ー
ド
を
取
得
さ
れ
た
方
へ
マ

イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
の
申
請
手
続

き
を
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
る
。

Q
地
方
創
生
臨
時
交
付
金
を

拡
充
し
「
コ
ロ
ナ
禍
に
お
け

る
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
対

応
分
」
を
活
用
し
、
浜
田
市

独
自
で
も
こ
れ
ま
で
生
活
者

支
援
や
事
業
者
支
援
が
進
め

ら
れ
て
い
る
。
先
般
、
会
派

と
し
て
行
っ
た
緊
急
要
望
や

一
般
質
問
で
取
り
上
げ
た
項

目
の
中
の
「
介
護
事
業
者
へ

の
支
援
」
に
つ
い
て
、
国
か

ら
の
報
酬
加
算
は
極
め
て
少

な
く
、
市
の
独
自
支
援
が
検

討
で
き
な
い
か
再
度
問
う
。

A
原
油
価
格
・
物
価
高
騰
な

ど
に
よ
る
介
護
事
業
者
へ
の

支
援
の
必
要
性
は
承
知
し
て

お
り
、
自
治
体
任
せ
に
し
な

い
よ
う
国
の
支
援
に
つ
い
て

市
長
会
を
通
じ
要
望
し
て
い

る
。
事
業
者
か
ら
の
支
援
の

要
望
が
高
ま
れ
ば
、
医
療
機

関
や
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
者

を
含
め
た
総
合
的
な
独
自
支

援
が
考
え
ら
れ
る
と
思
う
。
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Q
令
和
４
年
度
の
教
育
方
針

へ
新
た
に
「
理
数
教
育
の
充

実
」
を
加
え
た
背
景
は
？

A
物
事
に
対
し
根
拠
を
持
っ

て
論
理
的
に
思
考
す
る
こ
と

は
、
ど
の
仕
事
で
も
必
要
で
、

こ
の
力
を
育
て
児
童
生
徒
の

進
路
選
択
を
広
げ
社
会
の
創

り
手
と
な
る
こ
と
を
期
待
。

県
も
推
進
し
て
い
る
た
め
。

Q
理
科
振
興
法
に
基
づ
く
国

の
予
算
獲
得
へ
の
準
備
は
？

A
議
員
の
指
摘
を
受
け
各
学

校
に
調
査
し
た
結
果
、
約

４
千
万
円
の
要
求
が
あ
っ
た
。

精
査
し
優
先
順
位
を
付
け
て

４
年
程
度
で
整
備
し
た
い
。

Q
理
数
教
育
が
充
実
し
た
と

評
価
す
る
観
点
は
？

A
全
国
学
力
・
意
識
状
況
調

査
の
正
答
率
な
ど
を
平
均
点

レ
ベ
ル
ま
で
追
い
付
く
と
と

も
に
市
内
の
理
数
科
の
募
集

定
員
の
充
足
も
評
価
の
観
点

と
な
る
の
で
注
視
し
た
い
。

上野 茂

牛尾 昭

大谷 学

布施 賢司

質の高い教育をみんなに

登下校時を含めた学校における安全確保を

統合幼稚園、さらには新園建設を問う

理数教育の充実で社会の創り手の育成へ

高齢者などに向けたデジタル活用支援推進は

Q
８
月
、
校
庭
の
木
が
校
長

先
生
の
頭
に
落
ち
て
亡
く
な

る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
故
が

あ
っ
た
。
校
庭
や
通
学
路
で

の
危
険
木
の
確
認
は
で
き
て

い
る
の
か
問
う
。

A
通
学
路
の
危
険
木
に
つ
い

て
は
、
毎
年
度
初
め
に
、
学

校
と
保
護
者
で
通
学
路
の
安

全
点
検
を
行
っ
て
い
る
。「
浜

田
市
通
学
路
安
全
推
進
協
議

会
」
に
お
い
て
は
、
国
・
県
・

市
・
警
察
で
現
地
確
認
を
行

い
、
対
応
し
て
い
る
。

Q
高
台
に
あ
る
旭
中
学
校
は

米
軍
機
の
低
空
飛
行
に
よ
る

爆
音
に
悩
ま
さ
れ
て
い
る
。

特
別
教
室
に
は
エ
ア
コ
ン
も

な
く
、
こ
の
夏
の
猛
暑
で
も

窓
を
開
け
ら
れ
な
い
。
エ
ア

コ
ン
早
期
設
置
の
考
え
は
。

A
優
先
順
位
の
高
い
特
別
教

室
を
精
査
し
、
中
期
財
政
計

画
に
盛
り
込
む
た
め
の
検
討

準
備
に
努
め
る
。

Q
入
り
口
付
近
な
ど
が
不
便

と
苦
情
が
あ
る
が
対
応
は
。

A
入
り
口
に
新
た
に
看
板
を

立
て
た
り
、
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー

を
付
け
た
り
し
て
、
よ
り
見

や
す
く
し
た
い
。

Q
新
園
建
設
の
考
え
は
。

A
公
立
幼
稚
園
を
一
園
は
存

続
さ
せ
た
い
。
子
ど
も
の
数

や
保
護
者
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
建
設
場
所
や
費
用
を
検

討
し
て
い
き
た
い
。

Q
現
在
、
基
金
残
高
が
約

１
７
０
億
円
。
そ
の
中
で
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
青
少
年
健

全
育
成
枠
と
市
長
の
裁
量
権

の
基
金
は
合
わ
せ
て
９
億
円

あ
り
、
財
政
的
に
余
裕
が
あ

る
。
今
こ
そ
新
園
建
設
に
取

組
む
べ
き
で
は
。

A
過
疎
債
の
期
限
が
あ
と
８

年
半
な
の
で
、
そ
れ
ま
で
に

規
模
や
場
所
を
検
討
し
、
新

し
い
場
所
に
新
園
を
造
る
方

向
で
進
め
た
い
。

Q
政
府
で
は
、
高
齢
者
な
ど

が
身
近
な
場
所
で
身
近
な
人

か
ら
デ
ジ
タ
ル
活
用
に
つ
い

て
学
べ
る
講
習
会
な
ど
を
推

進
す
る
「
デ
ジ
タ
ル
活
用
支

援
推
進
事
業
」
を
開
始
し
て

い
る
。
事
業
実
施
に
向
け
た

浜
田
市
の
取
組
状
況
は
。

A
国
の
補
助
事
業
の
活
用
を

検
討
し
て
き
た
が
、
申
請
の

要
件
で
あ
る
法
人
格
を
満
た

す
こ
と
が
で
き
ず
、
事
業
化

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

Q
事
業
化
す
る
に
は
、
補
助

金
に
頼
ら
ず
市
で
予
算
化
し

て
、
長
年
各
地
区
で
高
齢
者

向
け
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技

術
）
講
習
会
を
実
施
し
て
こ

ら
れ
た
「
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
は

ま
だ
」
と
連
携
し
て
、
こ
の

事
業
を
推
進
す
べ
き
で
は
。

A
連
携
し
事
業
を
進
め
る
こ

と
は
デ
ジ
タ
ル
機
器
活
用
の

普
及
促
進
に
も
つ
な
が
る
。

実
施
に
向
け
検
討
す
る
。
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沖田 真治

柳楽 真智子

住み続けられるまちづくりを

働きがいも経済成長も

新たな時代に応じた街並み整備を

地域課題の解決に労働者協同組合の活用を

Q
当
市
の
住
宅
総
数
に
占
め

る
空
き
家
率
が
全
国
平
均
を

大
き
く
上
回
る
。
こ
の
状
況

を
い
か
に
捉
え
て
い
る
か
？

A
重
要
な
対
策
課
題
の
一
つ

と
認
識
し
て
い
る
。
と
り
わ

け
老
朽
化
し
た
危
険
空
き
家

は
さ
ま
ざ
ま
な
観
点
か
ら
大

き
な
問
題
で
あ
り
、
平
成
26

年
の
空
き
家
特
措
法
制
度
以

降
、
市
独
自
の
取
組
を
多
種

に
行
っ
て
い
る
。

Q
市
内
の
沿
岸
部
は
車
が
通

り
に
く
く
狭
い
道
路
に
面
し

た
場
所
に
古
く
か
ら
の
宅
地

が
多
く
あ
る
。
道
路
を
拡
幅

す
る
こ
と
で
大
き
く
改
善
す

る
と
考
え
る
が
？

A
拡
幅
の
必
要
性
は
理
解
す

る
が
課
題
も
多
い
。
地
域
の

実
情
に
応
じ
た
対
策
を
強
化

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
が
、
多
額
の
費
用
を
要

す
る
た
め
、
財
政
支
援
を
国

や
県
に
求
め
て
い
く
。

Q
 10
月
１
日
に
施
行
さ
れ
る

労
働
者
協
同
組
合
法
は
、
多

様
な
就
労
の
機
会
を
創
出
す

る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
で

活
力
あ
る
地
域
社
会
の
実
現

を
目
的
と
し
て
い
る
。
組
合

設
立
に
よ
る
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
へ
の
期
待
は
。

A
実
践
団
体
の
事
例
を
見
る

と
、
事
業
を
通
じ
て
地
域
課

題
へ
貢
献
す
る
こ
と
に
重
き

を
置
い
て
い
る
。
市
が
推
進

す
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
に

お
い
て
、
地
域
産
業
の
活
性

化
、
介
護
事
業
や
子
育
て
支

援
な
ど
、
課
題
解
決
の
た
め

に
実
践
す
る
手
法
と
し
て
活

用
で
き
る
と
考
え
る
。

Q
協
働
推
進
研
修
会
が
各
地

域
で
行
わ
れ
る
際
に
労
働
者

協
同
組
合
の
周
知
が
で
き
な

い
か
。

A
地
域
の
活
動
に
関
す
る
情

報
提
供
に
併
せ
て
、
チ
ラ
シ

の
配
布
な
ど
を
行
う
。

串﨑 利行

永見 利久

産業と技術革新の基盤をつくろう

浜田市弥栄肉用牛改良流通センターの今後は

農業用資材の高騰に対する対策は

Q
弥
栄
の
肥
育
セ
ン
タ
ー
、

浜
田
市
弥
栄
肉
用
牛
改
良
流

通
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
８
年

に
旧
弥
栄
村
が
設
置
し
、
Ｊ

Ａ
に
運
営
委
託
し
、
現
在
ま

で
県
西
部
の
畜
産
振
興
に
多

大
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

特
に
素
牛
の
買
い
支
え
は
、

繁
殖
農
家
に
は
大
き
な
意
味

が
あ
っ
た
。
こ
の
度
、
Ｊ
Ａ

の
赤
字
経
営
が
続
い
て
い
る

状
況
で
和
牛
肥
育
の
運
営
か

ら
撤
退
す
る
方
針
を
決
定
し

た
が
、
市
の
考
え
を
問
う
。

A
Ｊ
Ａ
撤
退
方
針
は
、
地
元

繫
殖
農
家
や
地
域
の
畜
産
農

家
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

と
考
え
て
お
り
、市
と
し
て
も
、

島
根
県
や
管
内
の
江
津
市
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
畜
産
農

家
や
Ｊ
Ａ
と
一
緒
に
な
っ
て

地
域
の
肥
育
事
業
を
ど
う
す

る
の
か
、
考
え
て
い
く
。
和

牛
肥
育
事
業
を
推
進
す
る
た

め
必
要
な
施
設
で
あ
る
。

Q
農
業
用
資
材
の
高
騰
の
状

況
に
つ
い
て
認
識
を
問
う
。

A
原
油
、
原
材
料
価
格
の
高

騰
や
円
安
に
よ
り
、
農
業
用

被
覆
材
・
肥
料
・
飼
料
な
ど

の
農
業
用
資
材
も
高
騰
し
て

い
る
。
中
で
も
輸
入
に
頼
っ

て
い
る
化
成
肥
料
は
約
45
％

値
上
が
り
し
て
い
る
。

Q
高
騰
に
対
す
る
対
策
は
。

A
国
が
令
和
４
年
度
コ
ロ
ナ

等
対
策
予
備
費
で
「
肥
料
価

格
高
騰
対
策
事
業
」
を

７
８
８
億
円
予
算
化
し
た
。

こ
れ
は
、
化
学
肥
料
の
低
減

に
向
け
取
組
む
農
業
者
へ
の

肥
料
費
の
支
援
で
、
申
請
方

法
な
ど
が
決
ま
り
次
第
、
Ｊ

Ａ
と
県
と
連
携
し
て
取
組
む
。

Q
水
稲
に
対
す
る
支
援
は
。

A
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

制
度
や
多
面
的
機
能
支
払
交

付
金
制
度
で
支
援
し
て
き
た
。

今
後
も
持
続
的
に
水
稲
営
農

の
取
組
を
支
援
す
る
。
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Q
浜
田
市
は
「
消
滅
可
能
性

都
市
」
に
該
当
し
て
い
る
が
、

現
在
の
人
口
と
総
合
振
興
計

画
の
人
口
推
移
を
比
較
し
た

場
合
の
考
え
方
は
？

A
令
和
４
年
３
月
末
と
令
和

４
年
７
月
末
を
比
較
す
る
と

３
５
４
人
減
で
想
定
の
範
囲

内
で
推
移
し
て
い
る
。

Q
令
和
４
年
度
の
予
定
出
生

数
を
ど
う
捉
え
て
い
る
か
？

A
今
年
度
の
予
定
出
生
数
は

２
７
０
か
ら
２
８
０
人
程
度

と
考
え
て
い
る
。

Q
人
口
減
少
と
出
生
数
の
現

状
を
踏
ま
え
、
今
後
の
行
政

運
営
を
ど
う
す
る
の
か
？

A
浜
田
に
は
大
企
業
が
な
い

た
め
、
引
き
続
き
産
業
振
興

や
企
業
誘
致
に
力
を
入
れ
て

い
く
。
ま
た
、
今
年
度
か
ら

取
組
ん
で
い
る
「
若
者
対
策
」

と
し
て
若
者
の
意
見
も
伺
い

な
が
ら
、
さ
ら
に
施
策
を
充

実
さ
せ
た
い
。

村木 勝也

三浦 大紀

足立 豪

芦谷 英夫

住み続けられるまちづくりを

地区防災計画の策定で地域防災力アップ

戦略的な地域活動支援を

人口減少する現状と真正面から向き合う！

市民の声に 地域の実情に その生活に応えよ

Q
地
域
が
地
区
防
災
計
画
に

つ
い
て
、
話
し
合
い
、
作
成
し
、

共
有
し
、
見
直
す
こ
と
が
、

地
域
防
災
力
の
向
上
に
な
る

と
考
え
ら
れ
る
。
そ
し
て
、

地
域
防
災
力
の
向
上
と
は
、

「
自
治
会
活
動
そ
の
も
の
が
防

災
・
減
災
に
つ
な
が
る
」
と

思
う
。
よ
っ
て
、
日
頃
か
ら
、

地
域
住
民
が
声
を
掛
け
合
い
、

自
治
会
活
動
に
積
極
的
に
参

加
・
参
画
す
る
と
と
も
に
、

顔
見
知
り
に
な
る
よ
う
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
力
の
ア
ッ
プ

に
心
掛
け
る
こ
と
が
重
要
で

あ
る
と
思
う
。

　

浜
田
市
地
域
防
災
計
画
に

「
地
区
防
災
計
画
」
の
正
式

な
位
置
付
け
を
、
い
つ
行
う

予
定
か
？

A
計
画
の
策
定
は
、
今
後
推

進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

国
や
県
、
他
の
自
治
体
の
動

向
を
注
視
し
、
引
き
続
き
研

究
を
進
め
る
。

Q
各
地
域
で
ま
ち
づ
く
り
活

動
を
考
え
て
も
ら
う
際
に
は
、

意
識
共
有
し
や
す
い
テ
ー
マ

か
ら
働
き
掛
け
る
べ
き
で
は
。

A
ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会

の
設
立
に
も
有
効
な
考
え
方
。

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置

な
ど
に
お
い
て
も
検
討
す
る
。

Q
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
へ

の
移
行
や
、
ま
ち
づ
く
り
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
配
置
な

ど
に
要
す
る
１
億
円
の
財
源

を
捻
出
す
る
た
め
、
行
財
政

改
革
の
観
点
か
ら
、
同
等
額

を
削
減
す
る
と
さ
れ
て
い
る
。

新
し
い
仕
組
み
へ
の
移
行
に

は
賛
同
す
る
が
、
こ
れ
ま
で

取
組
ん
で
き
た
事
業
費
の
縮

減
・
削
減
に
よ
っ
て
、
総
体

的
に
見
て
、
活
動
の
停
滞
・
後

退
を
招
く
こ
と
に
な
ら
な
い
か
。

A
ま
ち
づ
く
り
機
能
の
充
実

に
よ
っ
て
、
地
域
課
題
の
解

決
や
自
主
的
な
活
動
の
推
進

に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

Q
地
域
の
日
を
実
施
し
、
市

民
の
声
や
地
域
の
実
情
を
把

握
し
、
ど
う
政
策
に
生
か
す

の
か
。
従
前
の
地
域
要
望
事

項
の
提
出
の
復
活
は
。

A
地
域
の
日
は
、
市
長
が
直

接
意
見
を
聴
き
、
施
策
に
反

映
さ
せ
る
。
地
域
要
望
事
項

は
ど
う
い
う
仕
組
み
が
よ
い

の
か
検
討
し
た
い
。

Q
現
在
の
自
治
会
加
入
率
は
。

A
 75
％
程
度
で
あ
る
。

Q
ま
ち
づ
く
り
総
合
交
付
金

算
定
に
加
算
す
る
こ
と
で
、

加
入
率
向
上
に
つ
な
が
ら
な

い
か
。

A
提
案
は
検
討
し
た
い
。

Q
要
望
の
あ
る
買
い
物
支
援

に
つ
い
て
、
通
所
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
に
買
い
物
リ
ハ
を
上
乗

せ
し
て
は
ど
う
か
。

A
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
と
買
い
物

リ
ハ
を
組
み
合
わ
せ
、
生
活

支
援
が
で
き
る
。
事
業
者
と

相
談
し
協
力
し
た
い
。
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Q
団
塊
世
代
の
所
有
す
る
住

宅
が
中
古
住
宅
市
場
に
出
回

る
予
測
か
ら
、
総
務
省
は
「
空

き
家
予
備
軍
」
は
４
軒
に
１

軒
に
上
る
深
刻
な
状
況
を
示

し
た
。
こ
の
中
古
建
物
を
ス

ト
ッ
ク
建
築
と
し
て
有
効
に

利
活
用
で
き
る
支
援
制
度
が

必
要
で
あ
る
。
現
行
の
補
助

制
度
に
加
え
、
誰
で
も
中
古

住
宅
の
取
得
と
リ
フ
ォ
ー
ム

助
成
が
活
用
で
き
る
新
た
な

補
助
制
度
の
考
え
を
問
う
。

A
空
き
家
対
策
は
重
要
な
施

策
で
あ
る
。
少
子
高
齢
化
が

進
み
、
既
存
住
宅
の
ス
ト
ッ

ク
数
は
増
加
し
て
い
る
。
現

在
、
国
や
県
の
ス
ト
ッ
ク
建

築
住
宅
に
対
す
る
補
助
制
度

は
な
い
。
島
根
県
市
長
会
や

広
島
広
域
都
市
圏
協
議
会
な

ど
を
通
し
て
国
・
県
へ
の
財

政
支
援
を
要
望
し
て
い
く
。

ま
た
市
独
自
の
支
援
策
も
検

討
し
て
み
た
い
。

川上 幾雄

川神 裕司

岡本 正友

田畑 敬二

住み続けられるまちづくりを

過疎地に必要な対策は

石見神楽振興で地域の未来を開け!

空き家の有効な利活用に新たな補助制度

浜田地域協議会との意見交換会での声

Q
人
口
減
少
に
よ
り
過
疎
地

と
呼
ば
れ
る
地
域
が
生
ま
れ

て
い
る
。
浜
田
市
に
お
け
る

合
併
前
の
過
疎
地
を
問
う
。

A
当
時
の
過
疎
法
に
お
い
て

は
那
賀
郡
旧
４
町
村
が
指
定

さ
れ
て
い
た
。

Q
現
過
疎
法
に
お
い
て
は
、

一
部
過
疎
要
件
に
当
て
は
ま

る
地
域
が
市
面
積
の
２
分
の

１
以
上
と
な
り
「
み
な
し
過

疎
」
と
指
定
さ
れ
て
い
る
が
、

国
の
措
置
を
問
う
。

A
一
つ
に
「
財
政
措
置
」
が

あ
り
、
過
疎
地
域
に
お
け
る

施
設
整
備
や
地
域
医
療
の
確

保
、
集
落
の
維
持
・
活
性
化

な
ど
が
「
過
疎
対
策
事
業
債
」

を
財
源
と
し
、
実
質
市
の
負

担
が
３
割
で
実
施
で
き
る
。

Q
今
後
過
疎
地
域
へ
ど
の
よ

う
な
効
果
を
生
み
出
す
か
？

A
オ
ー
ル
浜
田
と
し
て
、
必

要
な
地
域
に
過
疎
債
を
活
用

し
て
事
業
を
行
い
た
い
。

Q
神
楽
産
業
の
文
化
財
指
定

の
重
要
性
を
指
摘
し
て
き
た

が
、
そ
の
後
指
定
に
向
け
て

の
現
状
を
聞
き
た
い
。

A
現
在
、
石
見
神
楽
に
詳
し

い
委
員
に
も
就
任
し
て
い
た

だ
き
、
早
急
な
指
定
を
目
指

し
、
作
業
を
進
め
て
い
る
。

Q 

「
石
見
神
楽
を
生
み
出
し

た
ま
ち
浜
田
」
を
掲
げ
て
い

る
浜
田
市
と
し
て
は
、「
石
見

神
楽
伝
承
施
設
」
の
設
置
は

不
可
欠
と
考
え
る
が
所
見
を

聞
き
た
い
。

A
国
立
劇
場
公
演
で
、「
石
見

神
楽
の
本
場
浜
田
市
へ
お
越

し
く
だ
さ
い
」
と
話
し
た
が
、

当
市
に
は
石
見
神
楽
の
こ
と

が
分
か
る
施
設
が
な
い
。
今

回
三
桜
酒
造
跡
地
活
用
案
の

一
つ
に
、
石
見
神
楽
伝
承
館

の
提
案
も
あ
り
、
市
で
跡
地

活
用
す
る
と
な
る
と
、
検
討

委
員
会
で
「
石
見
神
楽
伝
承

館
」
も
検
討
し
た
い
。

Q
県
管
理
河
川
へ
流
れ
込
む

市
管
理
の
河
川
の
し
ゅ
ん
せ

つ
は
ど
の
よ
う
な
状
況
か
。

A
市
管
理
河
川
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
か
ら
令
和
６
年
度
ま

で
の
３
年
間
に
お
い
て
、
緊

急
浚
渫
推
進
事
業
を
活
用
し
、

重
点
的
に
実
施
す
る
。
計
画

で
は
22
河
川
で
の
実
施
を
予

定
し
て
い
る
。
令
和
４
年
度

は
９
河
川
の
し
ゅ
ん
せ
つ
を

行
い
、
来
年
度
以
降
も
順
次

発
注
す
る
予
定
で
あ
る
。

Q
今
年
度
の
し
ゅ
ん
せ
つ
予

定
河
川
は
ど
こ
か
。

A
青
川
・
田
橋
川
・
小
瀬
原

川
・
追
原
川
・
大
津
川
・
西

の
郷
川
・
門
田
川
・
尾
実
川
・

髻
谷
川
で
あ
る
。

Q
青
川
は
、
約
３
㍍
の
木
が

伸
び
て
い
る
が
、
状
況
は
把

握
し
て
い
る
か
。

A
把
握
し
て
い
る
。
今
年
度

か
ら
２
カ
年
で
対
応
す
る
。
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「浜田市議会
こどもの権利を考える
議員連盟」設立

　令和３年７月に実施した「はまだ市民一日議会」において、市民の方から、今を生きる子どもたちの
尊厳と権利を保障するために、「浜田市子ども条例」の制定を検討してほしいという意見がありました。
その意見を受け、議員間でも検討し、子どもの権利について議論をしていくことが必要であるという会
派を超えた議員８名が集まり、令和４年８月18日に「浜田市議会こどもの権利を考える議員連盟」を設
立しました。
　少子化や核家族化など社会構造の変化は、人間関係や地域社会のあり方など、子どもを取り巻く環境

に対しても大きく影響を与えています。いじめや児童虐待等の問題
も深刻化しています。全ての子どもたちが健やかに、自分らしく育
つために、「子どもの権利」は当たり前に守られなくてはなりません。
この浜田市においても考えていく必要があります。
　今後、市民団体との意見交換や先進地への視察などで調査研究を
重ね、子どもの権利についてしっかりと議論を重ねていきます。

はまだ議会
ニ ュ ース

西田 清久

小川 稔宏

陸の豊かさも守ろう

計り知れない中山間地域のポテンシャル！

深刻化し始めたサル被害への対策を

Q
こ
れ
か
ら
の
浜
田
市
の
経

済
力
は
、
ど
こ
で
生
ま
れ
、

何
に
よ
っ
て
成
長
す
る
の
か
。

経
済
の
柱
の
考
え
は
。

A
農
林
水
産
業
、
加
工
・
製

造
業
な
ど
の
地
域
外
需
型
企

業
に
期
待
。
特
に
有
機
農
業

を
柱
と
し
た
農
業
が
成
長
産

業
と
捉
え
る
。

Q
中
山
間
地
（
里
山
）
の
持

っ
て
い
る
潜
在
能
力
や
将
来

の
可
能
性
は
。

A
地
方
移
住
へ
の
関
心
も
高

ま
り
、
ツ
ー
リ
ズ
ム
体
験
、

廃
校
や
遊
休
施
設
を
活
用
し

た
事
業
者
誘
致
な
ど
、
ビ
ジ

ネ
ス
づ
く
り
の
可
能
性
は
大
。

Q
都
市
部
か
ら
の
体
験
教
育

旅
行
が
増
加
。
廃
校
に
予
算

を
掛
け
て
宿
泊
体
験
施
設
に

改
修
す
る
考
え
は
。

A
中
山
間
地
域
振
興
枠
の
中

で
、
有
効
活
用
を
検
討
。
ま

た
地
域
と
一
体
と
な
っ
た
取

組
、
活
用
方
法
も
検
討
。

Q
サ
ル
の
目
撃
情
報
、
農
作

物
被
害
、
身
の
危
険
を
感
じ

る
な
ど
の
声
が
あ
る
。
生
態

と
被
害
把
握
状
況
を
問
う
。

A
昨
年
 10
月
、
国
分
町
で
 10

頭
以
上
の
群
れ
を
確
認
以
降
、

三
隅
町
岡
見
、
弥
栄
町
木
都

賀
な
ど
を
転
々
と
し
、
最
近

は
長
浜
、
日
脚
周
辺
に
出
没

し
、
江
津
方
面
か
ら
の
移
動

と
思
わ
れ
る
。
家
庭
菜
園
の

被
害
は
あ
る
が
、
人
的
被
害

の
確
認
は
な
い
。

Q
駆
除
の
考
え
方
、
通
学
路

の
安
全
対
策
、
注
意
喚
起
や

被
害
防
止
策
を
問
う
。

A
住
宅
付
近
で
は
銃
が
使
え

ず
専
用
お
り
を
設
置
す
る
が
、

警
戒
心
が
強
く
１
頭
の
捕
獲

に
と
ど
ま
る
。
目
撃
情
報
は

町
内
会
長
や
教
育
関
係
者
な

ど
へ
連
絡
し
、
注
意
喚
起
を

行
う
。
市
職
員
や
警
察
で
パ

ト
ロ
ー
ル
を
行
い
、
被
害
防

止
に
努
め
て
い
る
。
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第８回
第８回目の市民対談として、石見神楽社中
連絡協議会青年部で副部長を務める２人の
舞い手の方にお話を伺いました。
（インタビュアー：肥後　孝俊、川神　裕司）

―
―
も
う
２
年
も
前
の
こ
と

に
な
り
ま
す
が
、
コ
ロ
ナ
禍

以
前
の
石
見
神
楽
を
ど
の
よ

う
に
捉
え
て
い
ま
し
た
か
？

深
ヶ
迫　
石
見
神
楽
＝
「
祭

り
」
っ
て
い
う
基
本
的
な
と

こ
ろ
が
あ
っ
て
、
イ
ベ
ン
ト

に
し
て
も
フ
ェ
ス
に
し
て
も

「
祭
り
」
じ
ゃ
な
い
で
す
か
。

人
間
っ
て
、
ど
ん
ち
ゃ
ん
騒

ぎ
す
る
の
が
楽
し
い
し
、
余

興
じ
ゃ
な
い
で
す
が
、
賑
や

か
し
の
石
見
神
楽
っ
て
い
う

の
は
大
事
な
も
の
だ
と
思
い

ま
し
た
。「
祭
り
」
で
、
浜

田
を
盛
り
上
げ
て
い
け
れ
ば
、

こ
れ
ほ
ど
嬉
し
い
こ
と
は
な

い
で
す
。

後
藤　
な
く
て
は
な
ら
な
い

も
の
で
す
し
、
地
域
の
財
産

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
神
楽

が
始
ま
れ
ば
自
然
と
人
が
集

ま
る
、
囃
子
が
聞
こ
え
る
と

足
を
運
ぶ
、
昔
か
ら
こ
の
浜

田
の
地
の
人
々
の
心
に
根
付

い
た
も
の
だ
な
と
。

―
―
石
見
神
楽
に
対
す
る
コ

ロ
ナ
の
影
響
は
と
て
も
大
き

い
と
議
会
で
も
話
題
に
な
っ

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
一

変
し
た
こ
と
に
つ
い
て
、
当

事
者
と
し
て
ど
う
思
い
ま
す

か
？

後
藤　
「
祭
り
」
が
次
々
と

中
止
さ
れ
、
こ
の
公
演
に
向

け
て
頑
張
る
ぞ
、
と
い
う
目

指
す
べ
き
も
の
が
な
く
な
り
、

い
つ
に
な
っ
た
ら
以
前
の
よ

う
に
舞
え
る
の
だ
ろ
う
と
、

エ
ン
ジ
ン
が
か
か
ら
な
い
状

態
に
な
り
、
も
や
も
や
し
た

状
況
が
あ
り
ま
し
た
。
団
員

の
神
楽
に
対
す
る
熱
量
の
維

持
に
苦
労
し
ま
し
た
。

深
ヶ
迫　
「
祭
り
」
が
中
止

に
な
る
こ
と
で
、
出
演
料
が

な
く
な
り
、
衣
裳
代
や
練
習

会
場
の
維
持
費
な
ど
の
支
払

い
に
一
番
苦
労
し
ま
し
た
。

た
だ
苦
労
ば
か
り
で
は
な

か
っ
た
で
す
。
空
い
て
し
ま
っ

た
時
間
を
使
っ
て
新
し
い
こ

と
へ
の
挑
戦
も
で
き
ま
し
た
。

演
目
を
作
っ
た
り
、
ゼ
ロ
か

ら
企
画
し
た
自
主
公
演
を
開

催
し
た
り
し
ま
し
た
。
社
中

を
運
営
し
て
い
か
な
け
れ
ば

い
け
な
い
、
お
客
さ
ん
も
神

楽
を
観
た
い
、
自
分
た
ち
も

舞
い
た
い
、
じ
ゃ
あ
お
客
さ

ん
が
満
足
し
て
も
ら
え
る
よ

う
な
舞
台
を
自
分
た
ち
で
作

ろ
う
じ
ゃ
な
い
か
！
と
、
コ

ロ
ナ
禍
で
生
き
抜
く
方
法
を

見
つ
け
ま
し
た
。

―
―
た
く
ま
し
い
で
す
ね
。

コ
ロ
ナ
禍
で
試
行
錯
誤
し
な

が
ら
開
催
し
た
公
演
の
反
響

は
ど
う
で
し
た
か
？

深
ヶ
迫　
県
外
の
方
が
石
見

神
楽
を
観
に
来
ら
れ
て
、「
す

コ
ロ
ナ
で
変
わ
っ
た
石
見
神
楽

地
域
の
財
産「
石
見
神
楽
」を
次
世
代
へ

石
見
神
楽
社
中
連
絡
協
議
会
青
年
部

副
部
長
　
深
ヶ
迫
　
優
太 

さ
ん

副
部
長
　
後
藤
　
純
希 

さ
ん
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時
間
の
演
目
が
時
代
の
変
化

で
少
な
く
な
り
、
面
白
さ
の

一
つ
で
あ
る
コ
テ
コ
テ
の
浜

田
弁
で
の
掛
け
合
い
の
あ
る

演
目
が
薄
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

深
ヶ
迫　
一
方
で
外
国
人
の

記
者
が
石
見
神
楽
を
取
材
に

来
ら
れ
2
時
間
で
帰
る
予
定

だ
っ
た
の
が
、
結
局
朝
ま
で

観
ら
れ
ま
し
た
。
言
葉
は
分

か
ら
な
い
で
し
ょ
う
が
、
緩

急
自
在
で
力
強

く
生
き
生
き
と

躍
動
す
る
舞
い

手
と
調
子
を
合

わ
せ
た
奏
楽
に

心
を
動
か
さ
れ

た
の
か
な
と
、

さ
ま
ざ
ま
な
演

目
の
違
い
に
よ

る
面
白
さ
に
引

き
込
ま
れ
た
の

か
な
と
思
い
ま

し
た
。

―
―
将
来
の
舞

い
手
と
な
る
子

ど
も
た
ち
に
、

石
見
神
楽
を
ど

の
よ
う
に
伝
え

て
い
く
の
で
し
ょ

う
か
。

深
ヶ
迫　
舞
台
に
立
つ
以
上
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
、
か
っ

こ
い
い
舞
手
に
な
り
、
憧
れ

の
存
在
に
な
り
た
い
で
す
。

自
分
も
そ
う
な
り
た
い
と
練

習
を
続
け
て
い
く
う
ち
に
、

自
然
と
受
け
継
が
れ
て
い
く

も
の
か
な
と
思
い
ま
す
。

後
藤　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま

で
一
緒
に
な
っ
て
神
楽
の
練

習
に
取
組
ん
で
い
ま
す
。
部

活
動
み
た
い
な
も
の
で
、
そ

の
中
で
礼
儀
な
ど
を
学
び
ま

す
。
親
に
言
わ
れ
る
よ
り
周

り
の
大
人
に
言
わ
れ
る
方
が

子
ど
も
た
ち
に
も
響
く
ん

じ
ゃ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

深
ヶ
迫　
人
間
形
成
の
場
で

す
よ
ね
。
そ
ん
な
日
の
本
一

の
伝
統
芸
能
だ
と
思
っ
て
い

る
石
見
神
楽
を
次
世
代
に
つ

な
い
で
、い
つ
の
時
代
の
人
々

に
も
適
合
し
続
け
る
石
見
神

楽
で
あ
っ
て
ほ
し
い
と
願
い

ま
す
。

ご
い
ぞ
」
と
び
っ
く
り
さ
れ

る
ん
で
す
よ
。
や
は
り
嬉
し

い
で
す
ね
。

後
藤　
温
泉
津
の
夜
神
楽
で

宿
泊
客
の
方
々
に
公
演
し
た

の
で
す
が
、
何
や
っ
て
も
喜

ば
れ
る
ん
で
す
。
石
見
神

楽
っ
て
、
人
の
心
に
響
く
も

の
な
ん
で
す
よ
。

―
―
東
京
公
演
は
と
て
も
盛

況
で
し
た
よ
ね
。
大
蛇
50
頭

と
い
う
演
出
に
は
驚
き
ま
し

た
。

深
ヶ
迫　
私
た
ち
が
生
ま
れ

た
と
こ
ろ
の
歴
史
が
あ
り
、

石
見
神
楽
が
受
け
継
が
れ
、

今
こ
の
時
代
に
東
京
国
立
劇

場
で
大
蛇
50
頭
出
す
と
い
う

演
出
も
で
き
た
と
い
う
こ
と

で
す
。
少
し
変
え
る
と
こ
ろ
、

変
え
な
い
と
こ
ろ
、
大
き
く

変
え
る
と
こ
ろ
と
、
世
の
中

や
時
代
に
合
わ
せ
た
変
化
と

進
化
を
続
け
る
伝
統
芸
能
が

石
見
神
楽
だ
と
。
だ
か
ら
、

観
る
側
に
も
舞
う
側
に
も
支

持
さ
れ
て
い
る
ん
だ
と
思
い

ま
す
。

―
―
コ
ロ
ナ
禍
で
新
た
に
表

面
化
さ
れ
た
問
題
も
あ
る
ん

で
し
ょ
う
か
？

深
ヶ
迫　
奉
納
神
楽
が
減
り

つ
つ
あ
る
ん
で
す
が
、
地
域

か
ら
人
が
減
り
、「
祭
り
」

が
継
続
で
き
な
い
と
、
根
本

的
な
神
楽
が
生
ま
れ
た
と
こ

ろ
が
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
は
と
心
配
し
て
い
ま
す
。

後
藤　
観
る
側
に
も
変
化
が

あ
り
ま
す
。
例
え
ば
夜
明
け

舞
が
減
り
茶
利
舞
と
い
う
長

左：深ヶ迫　優太（ふかがさこ　ゆうた）さん
石見神楽　佐野神楽社中に所属。神楽歴は26年。有明、大江山、三上山で鬼役を演じる。
右：後藤　純希（ごとう　じゅんき）さん
石見神楽　美川西神楽保存会に所属。神楽歴は25年。天神の菅原道真公、大蛇の須佐之男命役を演じる。

次
世
代
へ
つ
な
ぐ
石
見
神
楽
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レポート
総務文教委員会

産業建設委員会

福祉環境委員会
新条例のポイントを整理

農業者との意見交換を実施

「誰もが働ける居場所づくりを」
　多様性社会の推進をテーマに、研究を進めて
います。浜田市人権同和教育啓発センターは、

（仮）浜田市人権尊重のまちづくり条例の制定
を目指して、検討委員会を９月に設置しました。
令和５年３月定例会議への上程をめどに、計４
回の検討委員会が開催されることとなっていま
す。パブリックコメントは12月頃の予定です。
　先日の委員会では、全国約50自治体の条例
を参考事例として、条例策定に当たってのポイ
ントを洗い出すとともに、委員間協議を行いま
した。それぞれの条例からは自治体の考え方が
よく見えてきます。浜田市らしさが表現された
条例ができるよう、また、その理念の下に効果
的な関連事業が実施される仕組みづくりも意識
しながら、引き続き協議を重ね、当委員会から
も意見書を提出する予定です。

　当委員会では、人口減少が進む浜田市における一次産業の後継者不足対策として、浜田市の基幹産業で
ある漁業に引き続き、２人の小規模農業法人経営者の方と農業の抱える課題や問題などについて意見交換
をしました。
①スマート農業の必要性
②新規就農者への支援
③U・Iターン者の定着
④再圃場整備（面積拡大）
⑤規模に応じた施設や機械購入費
⑥ＪＡの低下した機能
⑦農林業支援センターの連携
　以上は、意見交換で取り上げられた問題点や意見の一部です。
意見交換したお二人の農業に取組む確かな姿勢と思いに、今こそ
委員会として取組む必要のある課題が伺えました。

　当委員会の取組課題「就労支援を含めた障がい
者支援」の今後の進め方を協議しました。
　目指す方向性としては、障がい者一人一人が自
らの能力や適性などに合わせて働くことができる
多様性と、包摂性につなぐ共生社会の実現とし、
そのために障がい者が自信を持って働ける環境整
備と事業所への取組、働く側と受け入れ側双方に
対する支援の必要性を確認しました。
　そして、コンセプトを「誰もが働ける居場所づ
くりの創設」とし、委員会としての取組は、関係
者の皆さんの意見を網羅するため、教育機関や事
業所からの聞き取りを行うこと、本人や家族の意
向を確認するなどの意見交換から始めることを協
議しました。各委員も障がい者福祉についてしっ
かり勉強して把握する必要があるため、今後、市
担当課の協力を得て勉強会を行います。

雪で倒壊したビニールハウス

田んぼアートの様子
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委員会活動
議会改革推進
特別委員会

議会運営委員会

協働のまちづくり推進
特別委員会

議会BCP案の策定中
議会基本条例の一部改正を可決

まちづくりコーディネーターとの
意見交換会を実施

　現在当委員会では議会ＢＣＰ（業務継続計画）案
の策定を進めています。これまでの議会だよりでも
進捗についてご報告していますが、前回は地震、風
水害などの災害について検討しました。その後、令
和２年から感染が拡大した新型コロナウイルスなど
の感染症に関する対策について検討しています。
　また、災害などが起こったときの議会や議員が素
早く動くことができるように、具体的な行動について
検討し、災害発生時の行動俯瞰図（下図）などを作
成しました。そして行動計画が災害時に遂行できる
よう、議会主導の避難訓練も検討しています。
　いつ起こるか分からない災害に備えて、しっかり
としたＢＣＰになるよう、策定案の完成に向け、引き
続き検討を重ねていきます。

　議会の憲法とも称される議会基本条例の
見直しを４年ごとの改選後に行うことを条
例で定めており、議会運営委員会において
作業を進めてきました。社会状況や時代・
意識の変化に適応させ、議会改革の進捗と
役割を踏まえ、各会派で検討した意見を集
約し検討してきましたが、効率的に進める
ためワーキング会議を設置し、３回の議論
を積み上げてきました。
　前文の検討をはじめ、新たな取組などが
あった場合の基本条例への反映の考え方や
広報広聴の充実の考え方、ジェンダー平等
や委員会代表質問についての記述方法など
を検討し、逐条解説も併せて最終案として
まとめました。法令審査を経て、再度議会
運営委員会で条例改正案を確認し、９月定
例会議最終日に議会運営委員長から提案し、
全会一致で可決成立しました。

　コーディネーターの方からは、「それぞれ
の地域に応じた関わり方を工夫しながら、
地域住民が主体となって課題解決ができる
ように対応している」、「自分たちの活動を
示すためにＳＮＳの活用を検討している」。
などの様子が伺えました。今後、まちづく
り組織や執行部との意見交換や先進地視察
など調査研修を重ね、必要な提言などを行
います。

本会議中 閉会中
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11
月
５
日
は
、「
津
波
防
災
の

日
」
で
す
。
平
成
23
年
の
東
日
本

大
震
災
で
、
津
波
に
よ
っ
て
多
く

の
人
命
が
失
わ
れ
た
こ
と
を
受
け

て
、
津
波
か
ら
国
民
の
生
命
を
守

る
こ
と
を
目
的
に
「
津
波
対
策
の

推
進
に
関
す
る
法
律
」
に
よ
っ
て

制
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
嘉
永
７
年（
１
８
５
４
年
）

11
月
５
日
は
安
政
南
海
地
震
で
和

歌
山
県
を
津
波
が
襲
っ
た
際
に
、

稲
わ
ら
に
火
を
付
け
て
、
暗
闇
の

中
で
逃
げ
遅
れ
て
い
た
人
た
ち
を

高
台
に
避
難
さ
せ
て
命
を
救
っ
た

「
稲
む
ら
の
火
」
の
逸
話
に
ち
な

ん
だ
日
で
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
日

に
併
せ
て
、
11
月
初
旬
に
市
内
で

津
波
を
想
定
し
た
避
難
訓
練
が
行

わ
れ
ま
す
。
津
波
に
対
す
る
日
頃

か
ら
の
「
備
え
」
を
確
認
し
ま
し
ょ

う
。

（
記　
村
木　
勝
也
）

編集委員★
こ
の
議
会
だ
よ
り
は
１
部
あ
た
り

　
37
・
07
円（
税
込
）で
で
き
て
い
ま
す
。

委
員
長　
三
浦　
大
紀

副
委
員
長　
村
武
ま
ゆ
み

委　
　
員　
肥
後　
孝
俊

　
　
　
　
　
村
木　
勝
也

　
　
　
　
　
大
谷　
　
学

　
　
　
　
　
沖
田　
真
治

　
　
　
　
　
川
上　
幾
雄

　
　
　
　
　
小
川　
稔
宏

　
　
　
　
　
上
野　
　
茂

　
　
　
　
　
川
神　
裕
司

あ
と
が
き

10月1日号はご覧いただけましたでしょうか。

miniも掲載を始めて2年が経過しました。

浜田市議会HPにウェブ版として掲載しています。

こちらのQRコードからぜひご覧ください。

次号は12月1日に発行予定です。お楽しみに～♪

はまだ議会だより

miniも
見てね

12月１日（木）から19日（月）までです。
個人一般質問は12月２日（金）から７日
（水）。
ぜひ傍聴にお越しください。
※変更になる場合があります。

12月
定例会議の

予定

表紙について
　このたびも浜田市世界こども美術館に作品提供のご協力をいた
だきました。オーストラリアの女の子（７歳）が描いた「夢でみ
た魚」。どんな物語だったのでしょうね。10月15日(土)からは、
同館で「鏡の不思議展 ～ミラクルミラーワールド～」が始まって
います。鏡の中に広がるユニークな世界をお楽しみください。

議長なんでもメール

議長や市議会に関するご意
見・ご要望・ご提言など
お気軽にお寄せください。

お　住　ま　い 年　　齢 ※今回は、アンケート締め切り日と本紙編
集作業の関係で、Vol.66に寄せられた
ご意見・ご要望への回答を掲載できませ
ん。次号で回答させていただきます。

町 歳

Q１　今号で気になった記事はどれですか？その理由は？
①ポイント、トピックス（P2,3）　②議会が厳しくチェック（P4,5）　③市政を問う（P6～11）
④市民対談（P12～13）　⑤委員会活動レポート（P14～15）　⑥その他

　　　理由（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）

Q２　自由意見（浜田市議会へのご意見やご要望などをお聞かせください）

はまだ議会だよりVol.67 読者アンケート

最寄りのまちづくりセンターの回収箱へご投函ください。ウェブでの回答はこちらから。⇒
集計の都合がありますので、11月末日までにご回答をお願いします。

キリトリキリトリ


